
ア
イ
ヌ
民
族
で
初
の
国
会
議
員
 
 

り
 
留
萱
野
茂
さ
ん
死
去
 
 

ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
初
の
 
 

国
会
議
員
と
な
り
、
ア
イ
ヌ
 
 

文
化
の
伝
承
活
動
で
知
ら
れ
 
 

る
元
民
主
党
参
院
議
員
の
重
 
 

野
茂
（
か
や
の
・
し
げ
る
）
 
 

氏
が
六
日
午
後
一
時
三
十
八
 
 

分
、
急
性
肺
炎
の
た
め
札
幌
 
市
東
区
の
病
院
で
死
去
し
 
 

た
。
七
十
九
歳
。
北
海
道
出
 
身
。
自
宅
は
北
海
道
平
取
町
 
 

二
凰
谷
（
に
ぶ
た
に
）
七
九
 
 

の
l
。
葬
儀
・
告
別
式
は
十
 
 

l
百
午
前
十
暗
か
ら
平
取
町
 
 

本
町
八
八
の
一
、
平
取
町
中
 
 

央
公
民
館
で
。
喪
主
は
表
れ
 
 

い
子
（
れ
い
こ
）
さ
ん
。
 
 
 

二
風
谷
に
生
ま
れ
、
二
凰
 
 

谷
尋
常
小
学
校
を
卒
業
。
造
 
 

79歳  

林
、
測
量
な
ど
の
仕
事
を
経
 
 

て
、
一
九
五
二
年
か
ら
ア
イ
 
 

ヌ
民
只
の
収
集
を
始
め
た
。
 
 

言
語
学
者
、
金
田
一
京
助
氏
 
 

の
影
響
で
六
〇
年
か
ら
ア
イ
 
 

ヌ
語
の
記
録
に
着
手
。
地
元
 
 

二
風
谷
に
ア
イ
ヌ
文
化
資
料
 
 

館
な
ど
を
開
設
し
た
。
 
 
 

七
五
年
、
ア
イ
ヌ
の
民
話
 
 

を
ま
と
め
た
著
作
「
ウ
エ
ペ
 
 

ケ
レ
集
大
成
」
で
菊
池
寛
 
 

賀
、
八
九
年
吉
川
英
治
文
化
 
 

賞
を
受
賞
し
た
。
ア
イ
ヌ
語
 
 

の
ラ
ジ
オ
講
座
講
師
な
ど
を
 
 

務
め
、
日
本
政
府
の
同
化
政
 
 

策
で
語
り
手
の
減
っ
た
ア
イ
 
 

ヌ
語
の
再
生
に
責
献
。
ア
イ
 
 

ヌ
語
辞
典
を
編
さ
ん
、
刊
行
 
 

し
た
。
 
 

一
方
、
二
風
谷
を
流
れ
る
 
 

沙
流
川
で
の
ダ
ム
建
設
に
異
 
 

議
を
唱
え
、
土
地
強
制
収
用
 
 

裁
決
の
取
り
消
し
を
求
め
る
 
 

訴
訟
を
起
こ
し
、
九
七
年
三
 
 

月
札
幌
地
裁
は
ア
イ
ヌ
民
族
 
 

の
「
先
住
性
」
を
初
め
て
認
 
 

め
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
 
 
 

九
二
年
の
参
院
選
に
は
社
 
 

会
党
の
比
例
代
表
候
補
と
し
 
 

て
出
馬
。
次
点
と
な
っ
た
 
 

が
、
九
四
年
八
月
、
松
本
英
 
 

一
氏
の
死
去
に
伴
い
練
り
上
 
 

げ
当
選
し
た
。
九
六
年
十
 
 

月
、
社
民
党
を
離
党
し
、
民
 
 

主
党
に
入
っ
た
が
、
九
八
 
 

年
七
月
に
一
如
で
引
退
し
 
 

た
。
 
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
性
 
 

を
訴
え
、
民
族
文
化
の
尊
重
 
 

な
ど
を
定
め
た
「
ア
イ
ヌ
文
 
 

化
法
」
の
成
立
に
責
献
し
 
 

た
。
 
 
 


